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オープン・イノベーションが企業パフォーマンス

に与える影響に関するメタ分析

（神戸大学）

 はじめに

がオープン・イノベーション（以下 ）という概念を提唱してから 年間，多く

の研究者は が企業パフォーマンスに与える影響を明らかにしようと努力している。現在，イノベー

ション研究において が企業パフォーマンスに対して正の影響を持つという点は広く受け入れられて

いる一方で，異なる国，産業および企業規模を対象にした様々な研究には， が企業パフォーマンスに

負の影響を及ぼすと指摘した研究も存在している 。先行研究では，なぜこの差異が存在して

いるかについては未だに究明されていない。そのため，本稿

は電子化されたデータベース に基づき，従来

の実証研究 篇，あわせて 件の効果量， 社のデー

タを網羅した上で，定量的なレビューであるメタ分析を用い

ることにより，異なる状況において と企業パフォーマンス

との関係を解明することを目指している。

 先行研究

の種類

は外部の知識を活用するために，企業の境界線を越えて知識を意図的に流入・

流出する活動だと を定義づけた。すなわち，知識流動の方向性から説明すると， には，１）企業

外部から内部へのインバウンド型 下略 ，２）企業内部から外部へのアウトバウンド型 下略 ），

３）インバウンド型とアウトバウンド型を結びつけるカップルド型 下略 という三つのパターンが

ある 。近年では， と が企業パフォーマンスと負の関係がある結果は報告されている 。

一方，同一の研究で 種類の が企業パフォーマンスに与える影響を分析する研究は未だに少ないた

め ，体系的に 種類の と企業パフォーマンスとの関係を明確する必要がある。

企業パフォーマンス指標

先行研究では企業パフォーマンスを測るため，特許出願件数や新製品開発数などのイノベーション・

パフォーマンス 下略 ， などのファイナンス・パフォーマンス 下略 および と の両

方を包括したファーム・パフォーマンス 下略 が頻繁に用いられる。おおよその研究では が

に正の影響を与える一方， に負の影響を与えるという結論を導いた研究もある 。 によって，

企業パフォーマンスの向上が期待されないのであれば，企業は 活動を実施する意欲が低下するだけ

でなく，それに伴い社会全体のイノベーションが低下する恐れがある。そのため， が企業パフォーマ

ンスとの関係を明確にする必要がある。

国家

先行研究が着目する の種類とパフォーマンス指標が同様であっても，調査対象とした地域の経済
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状況も分析結果に影響を及ぼす。ベトナムや中国などの発展途上国 下略 の企業を調査対象とした研

究では， と企業パフォーマンスの間に強い正の関係が観測された 。しかし，先進国 下略

の企業を対象とする研究では，弱い正の関係または負の関係が観測された 。それは，統計上に有意な

差異であるか否かについて，検証する必要がある。

産業

研究において，知識集約型産業 下略 と労働集約型産業 下略 を比較する研究が存在してい

る 。 は では と と負の関係もあると主張する一方， の を調査対象と

した研究によって と と正の関係がある。このことから，業種は と企業パフォーマンスの関係

を調整できるかについて，先行文献の研究結果を踏まえて整理する必要がある。

企業規模

当然，企業規模も 研究で注目され，その重要性が指摘されている 。 が提出されて以来，大

企業 下略 を主な研究対象として， と企業パフォーマンスとの関係を探求する研究が多い一方

で ，近年では中小企業 下略 を対象とした研究で， と企業パフォーマンスの間に強い正の

関係がある結果が導出されている 。知識吸収能力の理論によると， は自社の経営資源に限られ，

外部の知識を通じて より多くの利益を得られる可能性がある 。そのため， にとっては，

自社の企業パフォーマンスを向上させることのできる は重要な戦略となりうる。また， と

で による便益がどの程度異なるかを究明する必要がある。

前述のように， と企業パフォーマンスとの関係について，調査対象とした国家，産業および企業規

模の違いにより，矛盾する結果が導かれた。こうした結果に対し，以下ではメタ分析の方法を用いて一

般的傾向の解明を試みる。

 分析方法と分析結果

本稿は社会科学分野における頻繁に利用されるピアソンの相関係数を効果量とするメタ分析を行っ

た。自動的に の 変換を行う 「 」 を用い，最初に 検定と 検定を実施

した。全ての 値は を上回り，高い異質性が見られるため，変量効果モデルに基づいてメタ分析を

実施した。表 は，メタ分析の結果を示しており，各状況下で がパフォオーマンスと正の関係があ

る。

表１ メタ分析の結果

抽出

推定

結果

数
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産業

企業規模

さらに，本稿は各サブグループ間に有意な差があるか否かについて，追加の分析を行った。表 のよ

うに， とパフォーマンスの関係に有意な差が見られ， と比較して ， と比較して ，

と比較して ， と比較して ， と比較して の方は，更に強い正の関係があることを確認

した。

表 各サブグループ間の違い

基準群 基準群推定値 信頼区間 比較群 比較群推定

値の増加

信頼区間

 議論

本稿の分析より， と企業パフォーマンスと正の関係があることを明らかにした。また， の種類

と企業パフォーマンス指標により，その関係が変動することを検証した。最後，分析結果は ， にお

ける企業と が を通じて高い企業パフォーマンスとつながることを反映した。本研究により，実

務家は と企業パフォーマンスの関係に対する理解を深める可能性がある。

しかし，本稿は と企業パフォーマンスとの間に生じる時間差を分析結果に反映できていない。

では， においてパネルデータを用いて と企業パフォーマンスと逆 字の関係が示唆さ

れている。将来，各産業を研究対象としたパネルデータに基づき， と企業パフォーマンスとの関係の

外的妥当性を検証する必要がある。
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